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登場者を通してみた民話の構造　：　ヘンゼルとグ
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1．問  題  
民話に描かれた世界をとらえるた捌こさまざまなアプローチが試みられてき  









度法の1種である意味微分法（smantic differential）も有効であるということ  
に気づいたので，今回は，この方法により特にグリム民話の作品から「ヘンゼ  
ルとグレーテル」をとりあ坑 その中の主要な登場者に対して読者がどのよう  
な印象をもつかを測定し，その結果に数量的な分析を加えて，主要ないくつか  
の登場者が民話の世界の中で相互にどのような関係をもつものとして理解され  
ているかを明らかにしようとした。   
なお，登場者の印象を測定するた捌こ用いた意味微分法はイリノイ大学の心  




＊On the struCture Of a folk story andits characters－inthecaseof“H畠nsel   
and Gretel，’’  
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物）だけとじて小冊子にしておく。この小冊子を被験者（評定を指示される閲   
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成し，それらも同時に用いて15ページの小冊子が作成されている。   
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（c）被験者   
筑波大学で心理言語学の講義を受講した計43名の学生（内男子22名，女子  
21名）。   
伍）実験手続き   
教室で「ヘンゼルとグレーテル」の民話を読み聞かせたのち，民話中の15の  
登場者（表1に示す）についての印象を15枚の評定票に7段階で評定させる。  








（e）結果の分析方法   
まず，15の登場者のそれぞれについて「平均意味得点（average semantic  
SCOre）」を男子，女子，全体の3通りに算出し，全体の結果に基づいて15の登  








印象には互いに似ているところはないということを示している。   
つぎに，分析の方法として，15の登場者の相互の意味距離点の表の数値を用  





どのような階層的位置湛群化され分類されているかということがわかる。   
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3．結果と解釈   

















やおいしい」という印象を与えていることがわかる。図2は，表1の平均意味   
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表1SD法による登場者の  
登こ ＝患 者  r 木こり雷雲み婆さん  へソービ 


























































る。   
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押さま雷要子奈義り宝ソが  森 書月さかもパン妻慧や餞饉  







以上2つの位置の中間にくるというような構造をもっているように思われる。   
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国2 登場者の意味プロフィール（ヘンゼル，グレーテル，婆さん，神さま）   
したがって，この構造性を明かにするために，15の登場者の間の相互の意味距  
離点と，それら登場者の意味プロアイ・－ルの間の相関億を求めてみた。   







している。   
表2をみると，この意味臣難点は，ヘンゼルとグレーテルではも8となって  
いるのに対して，へソゼルと婆さんでは13．0となっている。この13．0という  
値は，15の登場者の間で最も大きな値であることから，この民話の世界の中で   






1．へ こ／ゼル  
2．グレーテル  
3．か  も  
4．パ  ン  




9．木 こ り  
10．木こりの家  
11．パ ンがま  
12．森  
13．おかみさん  
14．婆さ ん  
15．餓   饉  





対角線より上に意味距離点を，下に相関値を示す。   
コ  
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図3 登場者のクラスター分析（平均鮭離法による）  
はヘンゼルと婆さんが両極の位置を占めているということがわかる。逆に最も  
小さい値は，グレーテルとかもの2．6で，グレーテルの印象あるいはイメージ  
というものはむしろかもに近いということがわかる。   
以上の関係を相関値でみるとどうなるか。相関値はプロフィールのパターン  
の類似性を示す指標であるが，ヘンゼルとグレーテルでは．64となっているの  
に対し，ヘンゼルと婆さんでは－．69 となっている。このことは，意味距離点  
だけでなく，プロフィールの／㌣ダーーンも逆になっているということを示してい  
る。また，グレーテルとかもでは，この相関値は．85となり，他と比較して大  







してクラスター（群）にまとめあげて階層的な群構造としてまとめたものであ   

































は，この民話の中では，まずお月さまで，次にパン，そしてかもやグレーテル   


















表3 登場者の因子構造（バリマックス因子による）  
登場者   





走感に一応対応しているように思われる。第Ⅲ因子では▲ 押さまや森などのプ  
ラスの値が大で，お菓子の家やパンがマイナスの値がやや大であることは，神  
性対世俗に対応しているといえよう。第Ⅳ国子では，真珠や宝石，お月さまな  
どのプラスの値が大で，木こりの家，パンがも 餞饉などのマイナスの値が大  
である。このことから，第Ⅳ因子は，「幸福対不安」の対比を示す因子である  





















研究（typeS apPrOaCh），心理学的研究（psychoIogicalapprach），応用中心  
的研究（applicationemphasis），純文学的研究（1iteratureasliterature）を   
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ことがわかる。   
次に，ここで述べておくべきことは，本研究で使用した意味微分法の限界に  
ついてである。意味微分法の特徴にについては，本論文の1・問題の項で説明  











登場者の理解構造」の結果と討論に基づいてまとめてある。   
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